
保健体育科 学習指導案

平成２３年１１月１７日（木）５校時

指導学級 ２年１，２組
授業会場 体育館
指 導 者 籾山直樹 阿久津美香

１ 単元名 バスケットボール

２ 単元の目標
・基本的なボール操作，オン・ザ・ボールとオフ・ザ・ボールの動きによって空間に走り込み，ゴール前で

の攻防を展開することができる。
・バスケットボールに積極的に取り組むとともに，フェアプレイに心がけること，分担した役割を果たそう

とすること，作戦などチームの話し合いに参加しようとすることなどや，自他の健康や安全への気配りが
できる。

・バスケットボールの特性や成り立ち，ゲームに必要な技術の名称や行い方，関連して高まる体力などを理
解し，課題に応じた運動の取り組み方を工夫することができる。

３ 単元の評価規準

運動への意欲・関心・態度 運動についての 運動の技能 運動についての知識・理解
思考・判断

①ゴール前での攻防に関心を持 ⑥チームや個人の課題 ⑦ボール操作と空間 ⑧バスケットボールの特性
ち，勝敗を競う楽しさや喜びを を設定し，解決する を利用するなどの や成り立ち，技術の名称
味わおうとしている。 ための作戦や練習方 動きによってゴー や行い方・ルール，関連

②フェアプレイを守ろうとする。 法を選んだり，見つ ル前での攻防を展 して高まる体力などを言
③分担した役割を果たそうとして けたりしている。 開できる。 ったり，書き出したりし

いる。 ている。
④チームの話し合いに参加しよう

としている。
⑤健康・安全に気を配ろうとして

いる。

４ 単元について
(1) 題材について
本単元で取り扱う「バスケットボール」は，相対する２チームが，コート内を走り回ってボールを奪い合

い，ドリブル，パスなどでボールを進め，一定の時間内に相手ゴールにシュートして得点を競い合うスピ
ード感あふれるスポーツである。

バスケットボールの発祥・歴史からみれば，冬の間，屋外でのスポーツができにくい時期に，室内ででき
る激しい動きが伴うスポーツとして考え出された経緯を考えると，ゲームでの動きの中に，多くの運動能力
要素を必要とする動きがあり，その運動能力要素の身体的開発を図る上で適した題材と考える。

生徒にとっては，得点を阻止することよりも，得点をあげることに興味を示すことが多く，守備よりも攻
撃を重視することで，空間に仲間と連携して走り込み，マークをかわして得点を挙げていく楽しさを味わえ
る運動である。また，ルールの緩和をすることで，ラインを越えたアウト・オブ・バーンズ以外は，ゲーム
が途切れることが少ないという利点から，運動量も豊富であり，身体を十分に動かした充実感を味わえる運
動でもある。ただ，基礎的なボール操作に不安があると，運動に取り組む意欲を高めていくことが難しい題
材でもある。

(2) 生徒について
第２学年１１０名の生徒の体育授業に対する意識としては，おおむね進んで受けている状況である。運動

能力を50ｍ走の記録から考察すると，男子で6'9が１名，7'0が１名のみであり，走力に秀でた生徒は少ない。
瞬発力の目安である50m走の結果から見地すると，運動能力的に優れた生徒は少なく，またバスケットボー
ルのようなボールを運ぶ技術（パスやドリブル）を必要とするスポーツ，まして，攻守が入り乱れるゴール
型のスポーツにおいて，能力を発揮する資質は高いとは言えないのが現状である。そこには，基礎身体能力
とルールの適用やゲームにおけるプレーの選択能力の速さが必要なゲーム展開を，狭いコートの中で特に求
められるバスケットボールというスポーツを行う上で，難しい現状であるといえる。

女子においても，バスケ部は経験者が多い１年生に比べ，２年生は初心者からのスタートで，スターティ
ングメンバーも１年生中心であることから，他の生徒をリードするまでの力がないのが現状である。

しかし，身体を動かすことを好きだとしている生徒は多いことから，上記問題点を学年全体の課題として
捉え，その課題を解決する方策を練ることが，２学年体育授業の目指すべき方向性であると思う。



(3) 校内研究主題との関連
本年度 保健体育科研究テーマ

「互いの心身の状態に気づき，教え学び合う力を高めるための指導法の工夫」
目指す生徒像

○互いの学びを共有し，励まし合って学習に取り組む生徒
○学習課題について検討しあうことができ，共に解決を目指そうとする生徒

本校体育科では，６年前より互いの身体の状態を知り，互いに気遣いながら行うペアストレッチを準備運
動に取り入れるなど，グループあるいはチームでの活動を多く取り入れるようにしてきた。それは，本校生
徒は，人との関わりを持ちながら活動を進めることが苦手であるという課題があり，保健体育科の学習を通
して，仲間と協力して運動すること，仲間の心身の状態を知り運動する力を育みたいと考えたからである。

そのための手立てとして，コミュニケーションスキルの一つとしてペアやグループ活動開始時の笑顔での
握手セレモニーなどを行いながら進めている。

今回の題材「バスケットボール」では，５～６人のグループにおいて，ゲームを通しながら，チームとし
ての課題把握→課題解決の方法を考え，言葉による表現（言語活動）を通して課題解決をしていく過程で，
言葉を理解し，身体（動作で）表現できる生徒を目指し，研究主題に迫ることとした。

具体的には，生徒には学習カードを利用させ，話し合いと行うべき動作を意識させる。教師は生徒へ学習
課題把握のためや課題解決の方法に関する「気づき」への支援を心がけ，時には板書・図解による補足をし，
言語活動の活性化を図ろうと実践してきた。

そのための手立てとして，以下の３点を考えた。

①自分の考えを述べたり，アドバイスを積極的に行い，運動のコツや行い方を共有化する。
②共有化した情報をもとに，話し合いの観点を絞る。
③課題把握，振り返りを次時の活動に生かせる学習資料や学習カードを工夫する。

体育分野における，生徒の思考力・判断力・表現力を高めるためには，ルールや技術の用語を理解するこ
と，行われる個人及び集団のプレーの選択や判断をし，身体動作へとつなげることができること，さらに，
自分達の知識や観察を基に話し合うことで，考え方や動作がより進化・深化する。その結果，個人やチーム
の技能が向上したり，運動のコツがつかめたりするようになると考えた。「体を動かす機会を適切に確保
した上で，個人の気づきや個人対個人，チーム対チームの意見交換を通して，思考力・判断力・表現力を高
めたい。」そのための手立てとして，課題把握や課題解決の基礎となるルール解説や技能解説を意識的に取
り入れ，生徒の「気づき」への支援をすること，お互いの気づきを確かなものにするための話し合い，意見
交換を意識的にさせ，論理的思考力を高める一助にしたい。

(4) 指導にあたって
本題材では，コート上の空間認知力がゲーム展開に影響するが，自分の身のこなしとボール操作の間に存

在する運動能力と経験の差が，個人のプレーの幅（ボールコントロールの差）に大きく影響し，その能力が
ある程度身に付かないと，空間認知力を意識したゲーム展開が難しいこと。このことから，準備運動はなる
べくボール操作を伴ったものにしたい。

この運動の持つルールの複雑さや高度な技術的要素を，そのまま体育の授業で求めすぎるとドリル的な技
術練習が多く必要となる。しかし，単元の時間数を念頭におき，ゲームの時間を減らさないためには，必要
最小限のルールの適用や特別ルールの採用をすることとした。基本的な技能の習得や仲間と連携した動きが
でき，チームの作戦に応じた技能を身に付け仲間と連携したゲーム展開ができるようになると考えたからで
ある。さらに，基本的には身体接触が禁止されているが，ゴール型の球技であるバスケットボールのゲーム
においては身体接触が起こりうる。そのような運動においてはフェアプレイの精神や自他の安全への気配り
も求められるとともに，話し合いに参加する意欲を育みたい。

簡素化したルールの適用や特別ルールの採用は試みるものの，技術の名称やその行い方は，ゲーム運営
（進行・審判）・チームミーティングの際に必要な言語理解であることから，適宜学習する機会を持つこと
にする。

また，本主題に迫るためには，話し合いがしやすい整列時の列が円座になりやすいチームごと２列縦隊と
する。ゲーム 観戦（観察）時には，当然であるが班ごとに位置することとし，兄弟チームによる観察シー
トへの記入をしながら観戦させるようにする。（兄弟チームアドバイスカード）

ルールの解説や互いのプレー上の動き方・動く方向についての考えやアドバイスを確かなものにするたに
作戦ボードを使ってのミーティングや学習カードへの記入を促し，言葉で表現することでの内容の整理力や
理解の深まり，自分やチームの考えの修正・深化を図り，記述することで論理的思考力を高める一助にした
い。

そのために，兄弟姉妹チームアドバイスカード・班（個人）学習カード・作戦ボード・ルール解説カード
等を 準備する。

５ 単元の指導計画（９時間扱い）



時 主な学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準 主な言語活動

１ ○オリエンテーションⅠ・Ⅱ ・ｶｰﾄﾞの記入は，言語活動に深
～ く関与する部分であることを ⑧ 「感受・表現」
２ ・学習のねらいと筋道，進め方を知る 知らせる。 ・課題をつかむ

・ルール，カード解説を聞く ・ﾙｰﾙについては，ﾌﾟﾚｰの質を上
・グルーピングの説明を聞く げる意味で重要であることを
・チーム編成・役割分担をする 知らせる。
・ボールアップを覚える ・ﾎﾞｰﾙｱｯﾌﾟはｹﾞｰﾑ中のｽｷﾙと大き
・レディネスチェックをする く関与していることを気づか

せる。

３ ○基礎技術を高める練習＆基礎技術を生か ・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙｹﾞｰﾑの目的はｺﾞｰﾙ
す簡易ゲームをする にｼｭｰﾄを入れること。そこか ⑦ 「討論・協同」

・ボールを運ぶ技術として ら逆算した考え方を知らせ ・考えを深めあ
＜スピードドリブルを行う＞ る。 う
コントロールドリブルを行う ・簡易ｹﾞｰﾑ時の兄弟ﾁｰﾑ同士の観

・シュート技術として 察と意見交換の必要性に気づ
セットシュートを行う かせる。
＜ランニングシュートを行う＞ ・ｽｷﾙ向上には，ﾎﾟｲﾝﾄ・ｺﾂがあ
ジャンプシュートを行う ることを確認する。

４ ○応用練習Ⅰ・Ⅱ＆簡易ゲームをする ＜ボールアップの変更＞ ① 「討論・協同」
～ ・空間を利用する動きを身に付けるため ・ｼｭｰﾄを打ちやすい状況の作り ・表現しあう
５ に 方について気づかせる ④ ・伝えあう

２人の関係のパス～３人の関係のパス （ﾎﾞｰﾄﾞで補足説明）
チームゴールを使用しての３ON３ゲーム ・ｵﾝ ｻﾞ ﾎﾞｰﾙとｵﾌ ｻﾞ ﾎﾞｰﾙの動

３ON２ きが空間を利用する上で大切
簡易ゲーム，各チーム１ゲーム であることに気づかせる。

・ﾌﾟﾚｰの判断力を補う意味で言
葉によるｺｰﾁﾝｸﾞが大切である
ことを知らせる。

・簡易ｹﾞｰﾑ時の自ﾁｰﾑ内の相互観
察や兄弟ﾁｰﾑ同士の観察と意見
交換の効果やその生かし方の
大切さに気づかせる。

６ ○リーグ戦＜５～６分４ゲーム＞ ＜ボールアップの変更＞ ②
兄弟チームで観察し合い，意見交換をし ・個人やﾁｰﾑの能力・特徴に応じ 「理解・伝達」
ながらゲームをする た作戦や対戦相手に対するｹﾞｰ ⑥ ・自分の考えを

７ ﾑ運びを意識したｶｰﾄﾞ記入を心 持つ（
６．練習の成果を生かしたゲームをする。 がけさせる。 ⑦

本 ディフェンスの仕方を知る。 ・ﾎﾞｰﾙ操作と空間を利用するｺﾞｰ 「解釈・説明」
時 ﾙ前の攻撃が得点を挙げやすい ・考えを深める）

７．８．ドリブルかパスかの正しい判断を ことに気づかせる。
し，よい位置（空間利用）でシュー ・達成感を感じやすい攻撃中心 「討論・協同」

８ トができるゲームを進める。 でのｹﾞｰﾑを奨励する。 ・考えを深め伝
・守備はﾎﾟｲﾝﾄ３つで十分とす えあう

る。
①相手ﾎﾞｰﾙより早く自陣ｺﾞｰﾙ

に帰ること。
②ｺﾞｰﾙを背にすること。
③ﾊﾝｽﾞｱｯﾌﾟすること。

９ ○まとめ ・学習のねらいが達成できた ⑧
・チームでの振り返りをする か。
・個人での振り返りをする ・自己評価・相互評価が具体的
・技能テストをする な記述であるか

・技能が向上したか。

６ 本時の指導



(1) 単元名 「バスケットボール」

(2) 本時のねらい
① チームの能力・特徴に合ったゲーム運びを意識した試合ができる。

（思考・判断）
② ドリブルかパスかの正しい判断をし，よい位置でシュートをするゲーム運びができる。

（技能）

(3) 本時の提案

提案：兄弟チームによるアドバイスカードやチーム記録（学習カード）の工夫において

・今までの知識や互いの観察をもとに話し合いを持つことで，考え方やすべき動作（プレーの選
択）がより明確になると考えた。

・振り返りの場面を意識的に持たせることで，運動に関する「気づき」や課題解決の方法を知るこ
とができるととらえた。

(4) 本時の指導過程

段階 主な学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価の方法

１ ウォーミングアップを行う。 ・ゲーム中のスキルと関係がある動
き，プレーであることを確認し，そ

つ れがどんなプレーであるか意識させ
か る。
む ２ 前時の学習内容を振り返る。 ・チームごとに前時の課題を確認さ ・課題が具体的に把握で

せ，学習の狙いを持たせるようにす きているか。
る。 （観察，カード）

・スコア表，アドバイスカードを基に ＜思考・判断＞
今日のゲーム運びについてチームの ・話し合いに進んで参加
話し合いを行うようにする。 している。

３ 学習課題を把握する。 （観察,カード）
＜関心・意欲＞

ドリブルかパスかの正しい判断をし，よい位置（空間利用）で
シュートができるゲームをしよう。 ・ゲーム観察中の呟き

（観察）
・アドバイスカードへの

記入
（カード）
＜知識・理解＞

４ チームの課題を意識した， ・教師は，スコアラーの近くにいて分
考 ５～６分４ゲームの試合をす 析のヒントになるような言葉がけを ・コートの空間を利用
え る。 心がけるようにする。 したゲーム運びができ
る ている。（観察）
・ ・スコア表，アドバイスカード ・テクニカルボードの活用を促すよう ＜技能＞
深 を兄弟チームがつける。 にする。 ・互いのプレーを観察し
め ているか。

（観察・カード）
＜関心・意欲＞

ま ５ 本時の学習を振り返る ・個人技術と集団技能への具体的な記 ・カードへの記載
と 学習カードの整理をする。 述ができている生徒・グループのも ・よい位置でシュートす
め のを紹介する。 ることができたか。
る ６ 次時の学習の確認 （発表）

＜知識・理解＞

(5) 準備物



バスケットボール学習カード・スコア表・アドバイスカード・作戦版・マーカーペン・ホワイトボード
・黒板 等

(6) 本時の評価
評価 評 価 規 準 に 照 ら し た 評 価
規準 (Ａ)十分に満足できる (Ｃ)支援が必要である生徒への手だて
④ ・チーム内及び兄弟チームとの意見交換を通し ・疑問から学習が発展していくことを知らせ，

攻撃の仕方を考えている。 疑問点をカードに書き出させる。
・課題に対応した練習方法や攻撃の仕方をいく

つか提示し選べるように助言する。
⑦ ・プレー場面に応じたボール操作ができる。 ・プレー場面に必要なポイントを示し，ボール

・フロントコートの空間を利用した，ゴール前 操作の仕方を助言する。
の攻防をしようとしている。 ・シュートしやすい場所，または相手ディフェ

ンスの人数が不足している場面を想起させて
発表させる。

（7）板書計画

バスケットボールのコート図を用いて，プレーヤーの動きについて図解する。

→人の動き →ドリブル フロートパス →パス

(8)座席表（別紙）＊授業会場にて配布→分科会または授業会場で回収

※ １班２列縦隊 キャプテン右上とする

フリガナ CP
氏名 ○○ ○○

メモ スペース

※ 対戦表 AとD・BとE・CとFは兄弟チーム

A B C D E F

A ＊ ＊

B ＊ ＊

C ＊ ＊

D ＊ ＊

E ＊ ＊

F ＊ ＊


